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（ご参考資料）

２０１２年９月５日

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ

地域経済活性化振興プロジェクト「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ」を開始

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区、社長：大森壽郎、以下博報堂ＤＹ

メディアパートナーズ）は、食を通じて地方に残された美しい自然や伝統文化、歴史、地産物などを再

編集し新たな価値として顕在化させ、地域経済の活性化を目指す地域振興プロジェクト「ＤＩＮＩＮＧ

ＯＵＴ（ダイニングアウト）」を開始します。

「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ」は、博報堂ＤＹメディアパートナーズの持つ、編集力や企画力による価値創造の

知見と、メディア・コンテンツホルダーやクリエイターとの緊密な関係性を活かして、継続的に地域経済の

活性化を振興するプロジェクトです。その地域ならではの新たな魅力を発見、価値化するため、著名な

クリエイターをプロジェクトごとにパートナーとして招聘し、地域の自治体やＮＰＯ法人などと共に、その地

域固有の自然、伝統文化、歴史、地産物などから、新しい地域価値となるオリジナルコンセプトを導き

出します。

そして、クリエイター自らの案内で参加者にそのコンセプトを体現してもらうツアーなどを実施。さらには、

もっとも象徴的な場所で期間限定の屋外レストランを開設し、料理人が地元食材を使い創作した新

たな郷土料理を、コンセプトに則った独自の演出を交えながら提供します。

クリエイターや料理人の外部視点を導入することで、元々存在する地域の魅力に加え、新たな地域

価値を発見・再編集し、メディアを通じて発信していくことで、新たな観光需要の掘り起こしと地元食材

の高付加価値化を実現します。また、同じ地域で季節を通じて「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ」を展開することで、

継続的な地域経済の活性化を目指します。

第一弾として、１０月に新潟県佐渡市にて、「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ ＳＡＤＯ（ダイニング アウト サド）」を

開催します。日本の伝統文化に造詣が深く、東洋文化研究者として著名なアレックス・カー氏と、スペ

イン「エル・ブジ」での修行を経て独自の料理スタイルを確立した山田チカラ氏とのコラボレーションによる

新しい佐渡の楽しみ方を提案します。

日本には、古来から残された幽玄な自然、そして歴史に裏打ちされた固有の文化が各地に数多く

存在しています。博報堂ＤＹメディアパートナーズは、「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ」の活動を通じて、時代や地域

性に埋もれることのない普遍的な日本の伝統文化を再価値化し、継続的な地方経済の活性化に貢

献します。

さらに、「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ」プロジェクト自体のブランド価値を高めていくことによって、地域経済の活性

化と、企業のマーケティングコミュニケーションを融合した、より大きな社会価値の創造にもチャレンジしてい

きます。
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■「ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ ＳＡＤＯ」概要

・開催日時： ①２０１２年１０月１３日（土）～１４日（日） ②１０月１４日（日）～１５日（月）

・開催場所： 新潟県佐渡市大膳神社

※交通・宿泊・料金などの詳細は、www.diningout.jp をご参照ください。

・出演： アレックス・カー

１９５２年アメリカ生まれ。１９６４年初来日。エール大学で日本学、オックスフォード大学で中国学を専攻。

１９９３年、著書『美しき日本の残像』（新潮社刊）が外国人初の新潮学芸賞を受賞。

１９９７年からタイ（バンコク）に第二の拠点を構え、京都とバンコクを往来しながら文化活動を続ける。

京都では、京町家の保存を目的に京町家スティと日本の伝統文化体験研修事業をスタート。

現在は、長崎県小値賀町、徳島県三好市をはじめ、全国各地で地域観光振興コンサルティングを展開。

山田チカラ

熱海大月ホテルのフランス料理店「ラ・ルーヌ」で修業を積んだのち渡欧。

多くの店を渡り歩いた後、スペインの三ツ星レストラン「エル・ブジ」のフェラン・アドリア氏に師事。

帰国後に赤坂「旬香亭グリル デ・メルカド」の料理長に就任。

2007年に「山田チカラ」をオープン。ジャンルにとらわれない独自のフュージョンスタイルを追求している。

・内容： 野外の能楽堂で、かがり火を焚き演じる「薪能」を鑑賞しながら、アレックス･カーのコンセプトを山

田チカラが解釈し創作した新しい佐渡の伝統料理を提供。演目は、「猩々（しょうじょう）」。お酒

が好物の、海に住む伝説の生き物「猩々」が、親切な酒売りに恩返しするという話。

・企画： 博報堂ＤＹメディアパートナーズ

・主催： ＤＩＮＩＮＧ ＯＵＴ実行委員会

・協力： 新潟日報社・ＮＰＯ法人さど・Ryokan 浦島

・後援： 佐渡市・佐渡観光協会

■ロゴ

■参考画像

＜アレックス・カー（左）、山田チカラ（右）＞ ＜大膳神社・能舞台＞

■この件に関するお問い合わせ先

博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報グループ 加藤・山崎 ０３－６４４１－９３４７


